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学 会 抄 録
日本泌尿器科学会 第7回 中部地方 会
昭和31年11月3日 於 京都大学医学部
特 別 講 演
(1)泌 尿器科X線検査に於ける最近の経験












































i蛋白質,誘導蛋白,ア ミノ酸(チ スチソ),レ チチ
y様物質,硫 酸粘液多糖類,硫 酸非含有粘液多糖類,





































































閉鎖後50日～77日に同閉 鎖解除 と尿管吻合 術を行つ
た.いずれも腎機能は不良なるか消失を来すかしてい
た.閉 鎖解除後,最 初1カ 月～1カ 月半は該腎の機能
は恢復 し難いか或はむしろ悪化の途をたどったが,そ


















一 般 演 題
1.新淋菌株の各種抗生物質に対する感受性に就い
て 大島升 ・倉岡雍男 ・山崎昭彦(大阪逓信)
昭 和30年1月 よ り現 在 迄 の 男子 淋 疾 患 者 か ら分 離 培
i養した最 も新 しい 淋 菌 株 の14～18株に就 い て各 種 抗 生
物 質 の試 験 管 内 発 育 阻止 実 験 を行 い,昭 和25年及 び 昭
和28年に発 表 した 成 績 と比 較検 討 した ・Penicillinで
はo.oo5--o.03u/mlの発 育 阻 止 濃 度 を示 し,昭 和25
年 と全 く同 一 で あ る.Streptomycinでは2.0～10.0
γ/m1の 発 育 阻 止 濃 度 を示 し,昭 和25年は1.o～6.o
γ/m1であ る。TerramycinではLO.05-vO.5γ/mlの
発 育 阻 止 濃 度 を 示 し,昭 和25年o.03～0.2γ/m1に比
しわず か に感 受 性 の低 下 が 見 られ る.Aureomycinで
は0.05～1.0γ/m1の発育 阻止 濃 度 を示 し,昭 和25年
に 於 け る成 績o.a3～O.4γ/mlに比 し之 もわず か 乍 ら
感 受性 の 低下 が 見 られ る.Chloramphenico1では
o.2～0.7γ/m1で昭 和25年0.2～1.oγ/m1と大 差 は
な い.Erythromycinではo.3～o・7γ/1n1の発 育 阻
止 濃 度 を示 し,昭 和28年はo.3-・■5γ/mlであ っ た.



























4.尿 石症のX線回折法 多田 茂(三 重大)




小結石の外に右腸 骨部に鳩卵大の 結石像 を認めたの
で,右輸尿管憩室結石 として手術 したが,そ れが骨盤
腎で腎外腎孟に鳩卵大の二個の結石を有し,この結石




6.巨 大尿管結石の1例 山本弘 ・石原藤太郎 ・
北村孝男(大阪逓信)
本 邦 文献 上恐 ら く最 大 と思 わ れ る左側 骨 盤 部 尿 管 結
石 の1例 を 報 告 す る.2個 の 葉 巻状 結 石 に して,1
は長 さ8・Ocm周 囲11・7cm,重 さ719,他 は長 さ






















日.母系祖母胆 石症の外結 石症e.発 病 昭和30年8
月,レ線上結石像2ケ を認め膀胱及 び尿道結石と診




8,膀 胱異物による結石の1例 三矢辰雄 ・柏木














































































類円形,小 児手掌大の 潰瘍 と化した.病 理解剖の結
果,膀 胱癌,心 筋転移,右萎縮腎の所見を認めた.
14・主として前立腺癌に対するHonvanによる治
療成績 金沢 稔 ・西川恵章(和歌山医大)
吾々はDitithyldioxystilben-diphosphat(Honv-
an)を,前立腺癌5例,前 立腺肥大症5例 に使用し,














































禰門 ・原田直彦 ・佐野信雄 ・成川康夫 ・津田利








か ら,漸 次,電 解質の吸収が大となる傾向があるの
で,この点を解決すべく,現在追究中である.
20.尿管膀胱移殖の2例 に就いて 清水圭三 ・大

















































































矢全節 ・山田瑞穂 ・柳井哲雄 ・西浦 力(弱 立
京都)
手術に際して,結紮その他で止血し難い出血に遭遇





















く可成 り良好な成績を得,膀 胱洗瀞剤 としても使用の
価値があるものと考えられる.
27.泌尿器外科手術に対する硬膜外麻酔の応用,























































































2)ス パ トニソ(田辺)に よる治療
片村永樹,村 上仁勇(京 大)
1)乳粟尿はかならずしもフィラリァ症 とは関係ない





















































日野 豪 ・山崎 巖(京 大)
Leberman考案 の新 自動 膀 胱 内 圧 測 定 器 を用 い て
正常 入 及 び 各種 膀 胱 疾 患 に於 け る 膀 胱 内圧 を測 定 し
た.1(nipperの方法 に準 じ てSpezial-Druckmes-
sgertit(Atlas-WerkeA.G.-Bremen)を用 い て 腎
孟 内圧を測 定 した.
41.前立腺疾患と血清SHに 就いて 三矢辰雄
・三矢英輔 ・瀬川昭夫(名 大)



































45.尿道敗血症例 門脇和敏 ・山口武津雄(大 阪
市大泌尿器科)藤 田栄一(〃 内科)鶴 原辰雄
玉置 昌弘 ・山元貞彦(〃 病理)
46.ポー ラログラ7イ ーの泌尿器科的応用 杉山
喜一 ・片村永樹 ・玉置明(京 大)
1・ポーラログラフ蛋白波を結石患者尿で検査し,
その波高 と尿中ムコプロティソ量 との関係をみ,保 護
膠質の結石症に於ける役割及び本態についてのべた。
2二腫瘍患者血漿のポーラログラフ変性蛋白波をと








療 に つ い て 稲 田
・杉 山喜 一(京 大)
併用による尿路結核の治
務 ・大森孝郎 ・八田栄造
腎,膀 胱結核,両 腎結核,前 立腺及び膀胱結核,の
諸例にINAH200mg及 びPyramide2・Ogrを連





石神裏次 ・高木峻徳 ・森 昭 ・齊藤 広(大
阪医大)
新抗生物質Albamycin(Viomycin)を尿道淋6









49.人エ腎の研究(第 一報)三 矢辰雄 ・清水圭
三 ・大森敏直 ・三矢英輔 ・柏木正業 ・佐藤忠敏
・浅井順 ・吉川康史 ・須山敬二 ・牛田隆雄 ・瀬
川昭夫 ・前川昭 ・察術欽(名 大)
我々の入工腎は血液容量lL,透 析面積1640G平方
糎還流液量175L,血液はRosenak型血液ポyプで






る ・動 物 実 験 は犬6頭 に行 つ たが い つ れ も認 むべ き貯
作 用 は 無 か つ た ・ ズ ル フ1ミyを 大量 投 与 し1L宛
NaC16g.KCI().4gNaHCO32gGlucoseエOg』
MgC120・19・CaC120・189NaH2PO4・O・059の組成を











クレ ア チ ニ ソ
カ リ ウ ム
































































科 科 科 科 科 科 他
★ 麻 酔 力 は コ カ イ ン の1000倍
★ 価 格 は コ カ イ ン の 一を～ 士
(十 倍 散 溶 液包 装)ゼ リ ー(尿蘇 酔)軟 膏(止痒)
't
・
.働 尊 ・ 露.軸
,磁 4 欝 区道鰭 小野鵜
